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１．第 29 回年次大会（2012 年度）プログラム 

 2012 年度年次大会（第 29 回）を、来る 2012 年 12 月 1 日（土）、2（日）の両日にわたり、嘉指信雄会員を世

話人として、神戸大学において開催いたします。会員各位をはじめ、多数の皆様のご参加をお願い申し上

げます。以下、大会プログラムが確定いたしましたので、お知らせいたします。 

 なお、例年この時期のニュースレターでは企画の概要のみお伝えし、大会直前にプログラムを発行してお

りましたが、今年度はすでに大会情報がすべて確定いたしましたので、大会直前号は省略させていただきま

す。ご了承ください。 

 

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜 

日本現象学・社会科学会第29回大会 プログラム 

2012年12月1日（土）・2日（日） 

於：神戸大学六甲台第2キャンパス 

文学部B棟132教室 

（神戸市灘区六甲台町1-1） 

 

【第１日：12月1日（土）】 

12：00 受付開始 

 

12：30-14：00 一般報告1                             司会： 清家 竜介 （早稲田大学） 

（各45分） 

12：30-13：15 

1 技術における「意味形成」について――フィーンバーグによるハイデッガー読解の検討 

大家 慎也（神戸大学） 

13：15-14：00 

2 森瀧市郎『核絶対否定への歩み』（1994）再読――「放射線リスク」理解の変容をめぐる思想史的・科学社

会学的考察に向けて 

嘉指 信雄（神戸大学） 

 

14：00-14：10 休憩 
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14：10-15：30  

書評セッション（90分）                              司会: 中 真生（神戸大学） 

教育としての哲学――『自己を超えて――ウィトゲンシュタイン、ハイデガー、レヴィナスと言語の限界』（ポー

ル・スタンディッシュ著）をめぐる学際的対話 

評者1 中 真生（神戸大学） 

評者2 池田 喬（明治大学） 

レスポンダント：斉藤 直子（京都大学） 

 

15：40-18：10 

シンポジウム 1 「再考：科学技術論の課題――3.11 以降の展開を受けて」 

司会・コメンテーター： 村田 純一 （立正大学） 

技術について哲学は何が語れるか                              直江 清隆 （東北大学） 

 

科学技術に関わる正義の時間的射程                                    吉良 貴之 （常磐大学） 

 

 

18：30～ 懇親会 （会場：滝川記念会館食堂） 

 

【第2日：12月2日（日）】 

9：00 受付開始 

9：30 一般報告2                                          司会： 青山 治城（神田外国語大学） 

（各45分） 

10：00-10：45 

1 行為と責任 

東 暁雄 （大阪大学） 

10：45-11：30 

2 社交不安障害研究におけるライフストーリー研究の意義――回復者・元患者に対するインタビュー調査を

ふまえて 

櫻井 龍彦 （浜松学院大学） 

11：30-12：15 

3 媒体と状況 

森  元孝 （早稲田大学） 

 

12：30-13：20 委員会 ※委員のみ （文学部B棟234教室） 

13：30-14：00 総会 （文学部B棟132教室） 

 

14:10～17:10 

シンポジウム 2 「社会性への間文化現象学的アプローチ」  

司会： 谷 徹 （立命館大学） 

自然と「文化」の萌芽──メルロ=ポンティ『自然』講義から              廣瀨 浩司 （筑波大学） 

社会団体の「構成」――間文化現象学の視点から                  小林 琢自 （立命館大学） 

社会の間文化的ダイナミズム――生成と破壊、遭遇と排除              青柳 雅文 （立命館大学） 
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２．第 29 回年次大会（2012 年度） 各報告概要・シンポジウム企画趣旨 

 

【一般報告1】 

技術における「意味形成」について――フィーンバーグによるハイデッガー読解の検討 

大家慎也（神戸大学） 

 現代の代表的な技術哲学者であるアンドリュー・フィーンバーグは、ハイデッガーの技術論を批判的に読解

することで、人間が科学技術と「民主的」な関係を結ぶ可能性を論じている。しかし、そのハイデッガー読解は

しばしば問題含みであると指摘される。そこで本発表では、意味の形成という観点から、彼の議論にいかなる

問題が含まれるかを整理する。その結果、ハイデッガーにとって本質的であった芸術と技術の区分を、フィー

ンバーグの議論が消去してしまうことが明らかになる。この問題点は、しかし、ハイデッガーをより根本的に解

釈し直し、新たな技術論を模索する際、ひとつの重要な契機となるだろう。 

 

森瀧市郎『核絶対否定への歩み』（1994）再読――「放射線リスク」理解の変容をめぐる思想史的・科学社会

学的考察に向けて 

嘉指信雄（神戸大学） 

 「核と人類は共存できぬ」の言葉で知られる森瀧市郎（1901〜1994）は、戦後日本における反核運動の父と

呼ばれるが、原発も含めた「核絶対否定」の立場に至るには戦後三十年を要した。本報告はまず、京都帝大

で学び、広島（文理）大で教え、「英国倫理研究」（1953）で博士号を取った哲学者としての森瀧における「平

和倫理」の形成過程を、西田や田辺から受けた薫陶、専門とした英国倫理研究、被爆体験などとの関係に

おいて概観する。次に、「核絶対否定」の思想の確立にとって決定的だったのは、海外の科学者との交流な

どを通じ、低レベル放射線のリスクを具体的に理解するに至ったことであることを明らかにする。最後に、放

射線リスクをめぐる科学的・政治的言説の闘いこそが、福島原発事故後も含め、ポスト・ヒロシマの時代にお

ける生−政治の核心にあることを確認し、森瀧の「核絶対否定」思想の現代的意義を再考する。 

 

 

【書評セッション】  

「教育としての哲学――『自己を超えて――ウィトゲンシュタイン、ハイデガー、レヴィナスと言語の限界』（ポ

ール・スタンディッシュ著）をめぐる学際的対話」 

評者 中 真生（神戸大学） 

評者 池田 喬（明治大学） 

レスポンダント： 斉藤 直子（京都大学） 

 ポール・スタンディッシュ著『自己を超えて：ウィトゲンシュタイン、ハイデガー、レヴィナスと言語の限界』（斉

藤直子訳）（法政大学出版局, 2012年）は、ウィトゲンシュタインとハイデガーとの接点たる「言語の限界」の思

想を出発点に、「受容性」と「慎み深さ」の視点から、近代西洋哲学を支配してきた「自律的主体」を超える「自

己を超えて」の視座を哲学に蘇らせ、「他者を志向する／別の仕方での教育」の可能性を拓く「教育としての

哲学」の務めと哲学の言語の再考を促す。本発表は同書の主題である分析哲学と大陸哲学の創造的緊張

関係が開く実践哲学の学際的な意義を、現象学、社会科学、教育哲学を専門とする研究者の対話を通じて

明らかにすることを目指す。 
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【シンポジウム 1】  

再考：科学技術論の課題――3.11 以降の展開を受けて                   司会： 村田 純一 

 福島第一原発をめぐる状況は依然としてきわめて深刻であり、予断を許さない。本学会では昨年の大会に

おいて、「核と社会：原発リスクと社会的選択」及び「信頼」のタイトルのもと、大震災・原発事故関連のシンポ

ジウムを二つ開いたが、今年の土曜シンポジウムでは、引き継いで、現代文明における科学技術の位置づ

け、あるいは科学技術と市民社会の関係などについて、3.11 以降、様々な観点からなされてきている科学技

術をめぐる議論・論争の展開も踏まえつつ、哲学や社会学などの人文学の立場から批判的かつ建設的に考

え直してみたい。 

 第一提題者は、科学技術の哲学や倫理を専門とし、アンドリュー・フィーンバークの『技術への問い』の訳

者としても知られる直江清隆氏（東北大学）、第二提題者は、「法の時間論」や「世代間正義」を中心的研究

テーマとされている、気鋭の法哲学研究者である吉良貴之氏（常磐大学）、そしてコメンテーターは、技術哲

学の日本における代表的研究者の一人である村田純一氏（立正大学）にお願いした。厳しい具体的状況を

見据えつつ、新たな理論的視座から領域横断的に議論を深め、実践的・理論的展望を拓り開く手がかりを

探る場としたい。 

   

技術について哲学は何が語れるか                             直江 清隆 （東北大学） 

 福島第１原発の事故は、「想定外」「工学的判断」といった曖昧さが技術に孕まれていることを知らしめた。

道具的理性、制禦可能性といった哲学や社会学に定番の語り口も破綻したのであり、技術の可塑性、不定

性を直視した上で、技術の権力性や技術に内在する正義の問題に分け入っていくことが求められていると

いえよう。この報告では、原子力に関わってきた技術者からの聞き取り調査にも触れながら、こうした見地か

ら技術とその社会的合理性について論ずる予定である。 

 

科学技術に関わる正義の時間的射程                            吉良 貴之 （常磐大学） 

 科学技術が影響力の時間的射程を延ばすたび、社会はそれに応じた倫理を再構築する必要に迫られる。

東日本大震災と福島第一原発事故は、技術倫理と時間性が不可分であることを改めて明るみに出した。脱

原発志向と地球温暖化防止策、そしてそれに伴う経済問題が一定の緊張関係に立つように、将来を対象と

する倫理は現在世代と将来世代、およびその内部での「分配的正義」の性格を強くする。科学技術が不可

避的に抱える不確実性によって事態はさらに複雑化し、公的意思決定の正統性条件が厳しく問い直されて

いる。本発表では特に司法的判断のあり方を素材にしつつ、かかる問題状況における法と正義の問題を考

察する。 

 

 

【一般報告2】 

行為と責任                                               東暁雄（大阪大学） 

 本報告では「行為」の概念を哲学・倫理学の視点から精査し、次いで刑法において問題となる概念上の論

点を批判的に検討する。 人間の意思は、行為をなすに先立ち、行為の目的を立て、達成のための手段を

選択する。意思はいまだ実現されえない現存在への意志・意欲を目的とするところに成り立つ精神の働きで

ある。ゆえに動物的衝動や本能行動は人間的行為とはいえない。  

 しかし刑法における「過失」や「不作為」などの刑法犯、及び「責任能力」といった犯罪論上の論点に目を向

ければ、こうした人間の行為概念を、哲学的視点から再度踏み込んだ考察を行い、刑法上の解釈との異同

を批判的に考察することは極めて意義深いものと考えられる。そしてこのような視点からの議論は「実定法

学」と「哲学」の間の溝を〈媒介〉する試みでもあるといえよう。 
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社交不安障害研究におけるライフストーリー研究の意義――回復者・元患者に対するインタビュー調査を

ふまえて 

櫻井 龍彦 （浜松学院大学） 

 社交不安障害は、強い緊張や羞恥のせいで他者とのコミュニケーションに困難が生じる病理であり、近年、

世界中で大きな注目を集めている。こうした流れを受け、海外では、精神医学以外の領域においても、医療

社会学の領域を中心に、社交不安障害に関する研究が徐々に活発化してきている。だが、上に述べたよう

な社交不安障害の性質上、社交不安障害研究ではライフストーリーの収集がほとんど進んでいないこともあ

り、従来の研究にはある大きな問題があった。 

 そこで本報告では、回復者や元患者に対するインタビュー調査の成果をふまえつつ、社交不安障害に関

する従来の研究の問題点を指摘すると同時に、社交不安障害研究におけるライフストーリー研究の意義に

ついて検討する。 

 

媒体と状況                                           森 元孝 （早稲田大学） 

 社会理論の基本としての社会システム論について、その概略を仮説的に提示したい。根本的な区別として、

体系と媒体のそれについて考える。この区別を前提にして、媒体について４範疇を考えることができる。すな

わち基礎媒体（光、音）、状況媒体（身体、言語、人）、象徴媒体（貨幣、権力、法、愛、真理）、通信媒体の区

別をすることができると考えている。 

 報告では、これら４媒体の区別をしたのち、とりわけ状況媒体の３種類を中心に説明し、体験と行為の出来と

帰属、命題化とレリバンスについての考えを提示する。これに続いて、象徴媒体が可能にする秩序化と、それ

により明らかになる社会科学上の基本概念若干（政治と公共性、経済と市場）について概略提示する。 

 

 

【シンポジウム 2】  

社会性への間文化現象学的アプローチ                      司会： 谷 徹 （立命館大学） 

 現象学は創始以来さまざまな方向に展開してきたが、しかし、つねにわれわれの「経験」を足場にしてきた。

その経験は、「生活世界」的な経験であり、さらに具体的にいえば、歴史的でまた文化的な、間主観的でまた

共同体的な経験でもある。この経験のなかで新たな事象が発生する。そして、この経験自体が発生する。し

かるに、グローバル化の進展とともに、その経験が、もはや閉じた経験――いや、そもそも完全に閉じた純

粋文化など「事実」として存在しない――としては捉えられなくなり、むしろ、その間文化性をますます顕わに

している。この「間」は、しかし、単純に即自存在する自文化と、即自存在する異文化のあいだに事後的に成

立するのではない。むしろ、すでに間文化的でもある自文化は、たえず新たな異文化に「開」き、あるいは

「閉」じる。それはいわば「門」である。これにおいて生起する諸現象のうち、今回はとりわけ文化の成立、社

会団体の成立、社会のダイナミズムに光を当てる。 

   

自然と「文化」の萌芽──メルロ=ポンティ『自然』講義から               廣瀨 浩司 （筑波大学） 

 メルロ=ポンティは 1950 年代後半に自然に関する講義を行っていたが、それは自然哲学という領域的な研

究に留まるものではなく、むしろこの「野生」の領域において、多元的に制度化されていくものの再考を促す

ことを第一の目的としている。したがってそれは、社会的・歴史的次元における間文化的なものの萌芽として

位置付けられ、現代社会の危機への処方箋を提示するものではある。それではこうした野生の領域と間文化

的な領域はどのような関係にあるのか。肉概念の一元性と社会制度の多様性はどのように調停できるのか。

晩年の資料にはそのヒントは相対的には乏しいが、社会的なものの身体的・知覚的な基盤という視点から、

この困難な問題にアクセスしてみたい。 
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社会団体の「構成」――間文化現象学の視点から                  小林 琢自 （立命館大学） 

 国際問題と呼びうる出来事に直面するとき、自らの所属する社会団体としての「国家」は際立った仕方で経

験される。わたしたちはこのとき、それが社会的、歴史的、文化的な個性を示す単位として現れてくるのを経

験する。しかしこのときの経験が示す「リアリティー」の解明は、例えば、国家一般という普遍的なものの内に

その種差として諸々の個別形態やそれらの関係性を位置づけるような操作には含まれていない。国家の問

題が生と科学に多大な影響を及ぼしていた 1930 年代にケルゼンの純粋法学とフッサール現象学とを学ん

だ尾高朝雄は、「社会団体（国家）の現実性」という問題を超越論的な現象学的態度において独自の仕方で

主題化していた。尾高の理論的背景の限界を確認しつつ、その試みの間文化的考察への寄与の可能性を

検討する。 

 

社会の間文化的ダイナミズム――生成と破壊、遭遇と排除             青柳 雅文 （立命館大学） 

 社会の存立は、文化的運動とつねに不可分であり、その運動のさまざまな局面をつうじて、社会もまたたえ

ず変容を遂げて行く。文化共同体としての社会は、異文化との関係において、あるいはまた同時に社会の

内なる異文化性との関係において、それぞれ成立する。異文化との遭遇によって、われわれは他なる文化・

社会との開かれた関係性と、自らの文化・社会の完結性を同時に自覚する。この同時進行によって、これま

での「完結した」文化は破壊され、開かれかつ完結した文化・社会を生成する。間文化的遭遇体験は、社会

にたいする自覚と批判的視点を生む。本報告では、生成と破壊、遭遇と排除（完結）という、文化の重層的か

つ同時的な運動をつうじて、社会をとらえなおす可能性を提示したい。 

 

 

３．大会会場等について 

 

■会 場：神戸大学六甲台第 2 キャンパス 

所在地：〒657-8501 兵庫県神戸市灘区六甲台町 1-1 

 文学部 B 棟 132 教室（大会会場）、文学部 B 棟 133 教室（控え室） 

 文学部 B 棟 131 教室（シンポジウム等打ち合わせ室）、文学部 B 棟 134 教室（委員会室） 

 懇親会会場： 滝川記念会館食堂 

＊キャンパスマップ：http://www.kobe-u.ac.jp/guid/access/rokko/rokkodai-dai2.html 

 

■交通案内 

＊ お車でのご来校はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。 

１） 各空港・主要駅から 

    空港・主要駅からのアクセスについては以下のページをご参照下さい 

     http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/rokko/from-far.htm  

２） JR新神戸駅から 

    ①神戸市営地下鉄「新神戸駅」― (約2分) →「三宮駅」― （阪急神戸線に乗換）→ 阪急電鉄「三宮駅」 

― (約８分)→ 「六甲駅」＊乗り換え時間など入れますと、会場まで40〜50分かかります。 

    ②神戸市バス2系統「布引」→「六甲」 

    ③タクシーで約15分 ＊新幹線で神戸に来られる場合、新神戸駅からタクシーで会場まで来られるのが

一番簡単かと思います。 

３） 阪神電鉄御影駅・JR 六甲道駅・阪急電鉄六甲駅から 

阪神電鉄「御影駅」 → 神戸市バス36系統鶴甲団地行、鶴甲2丁目止まり行き乗車  「神大文理農学部

前」下車 
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JR「六甲道駅」 → 神戸市バス36系統鶴甲団地行、鶴甲2丁目止まり行き乗車  「神大文理農学部前」

下車 

阪急電鉄「六甲駅」 → 神戸市バス36系統鶴甲団地行、鶴甲2丁目止まり行き乗車  「神大文理農学部

前」下車 

４） 徒歩 

    阪急「六甲駅」から約15分（ゆるやかな上り坂） 

５）タクシー 

    阪神「御影駅」 から 約15～20分 

    JR「六甲道駅」 から 約10分 

    阪急「六甲駅」 から 約3～4分 

 

 

■会場近辺のホテル等のご案内 

 キャンパス周辺にホテルはありませんが、阪急六甲駅から１０分程度の阪急三宮周辺には多数のホテルが

あります。各自ご予約下さい。学会が開かれる週末は、すでに満室のホテルが多いようです。できるだけ早く

予約されることをおすすめいたします。 

 またキャンパス周辺には食事を取れる箇所がございませんので、二日目の昼食はお弁当などをご持参さ

れることをお勧めいたします。阪急六甲駅周辺にはいくつかレストランなどありますが、学会会場から歩いて

約 10～15 分です。 

 

 

4．会費納入のお願い 

 2012 年度（2011 年 12 月〜2012 年 11 月）の会費の納入をお願いいたします。会報 86 号をお送りした際に

払込用紙を同封させていただきましたので、郵便振替にてご納入いただきますようお願いいたします。なお、

過年度分に未納のある方には、あわせてご請求させていただいております（「払込取扱票」の「通信欄」に

2012 年度分を含めた未納年数を記載させていただいております）。 

 ＊ 年会費は、一般会員 2,000 円、学生会員 1,000 円となっております。 

 ＊ 新入会員の方は会費とともに入会費（一般会員 1,000 円、学生会員 500 円）もあわせてご請 

   求させていただきます。 

 ＊ 郵便振替口座： 00920-2-56364 （加入者名：日本現象学・社会科学会） 

 

 

5. 事務局からのお願い 

 会員の方で住所変更があったため会報が返送されてきた方がいらっしゃいます。事務局で確認できた方も

いらっしゃいますが、以下の方々は確認できていません。もし連絡先をご存知の方がいらっしゃいましたら事

務局までご一報をお願いします。 

（敬称略） ※省略 

 

 

以上 

 


